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発刊のごあいさつ

ベストアメニティグループ　代表

内田　弘

私たちは「体にやさしい、おいしい健康」をテーマに創業以来、良質な食品を届ける活動をし

ています。ベストアメニティの主力商品である「雑穀米」。

私と雑穀との出会いは、粟（あわ）やきびをつくる農家さんとの出会いから始まりました。

雑穀を売り物ではなく、家族の健康のためにつくっていることを知った私は、雑穀のすぼらし

さを知り、日本で初めて「雑穀米」を商品として届けはじめました。

かつて「麦ごはん・あわ・きび・ひえ・豆頬」などが食卓に並び自然と穀物を食していた日本

ですが、時代の流れか、いつからか家の食卓や外食においても白米以外は食べない世の中と

なっていました。

そんな折、日本人の適応食について考えていたところ「穀物・野菜・肉・魚」のバランスが壊

れていることに気付きました。肉の消費量が圧倒的に増え、穀物・野菜の摂取量が激減している

状況。更には人間にとって大切な「ミネラル・ビタミン」などを取り除いた精白米。

少しずつでも「おいしい健康」を広めていきたいという思いから雑穀米の普及に努めて参りま

した。現在ではスーパーマーケットやデパート、通信販売、生活協同組合などにも広がり、雑穀の

生産者も数千件にも増えました。

約20数年前、全く知名度のなかった「雑穀米」が、栄養面で注目を浴び、お客様に届き始めた

こと、うれしく思います。

雑穀米が広まった現在、九州産まれ九州育ちの私ですから、次なる目標として九州の素晴らし

い食材を全国に広めていきたい……その想いから今一度、九州の食材のことを正しく知り、生

産者と消費者の架け橋となるよう、この「九州食材図鑑」を「九州食材スペシャリスト検定」のテ

キストとして発刊いたしました。

本書を手にした方はぜひ、九州の豊かな食文化のことを、皆様に広めて頂きたいと存じます。

九州の食材が名実ともに日本の自慢になることを願って。
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九州の食の豊かさと、多様性を世界に

あとがさにかえて

平成9（1997）年に私たちが発行した『沖縄食材図鑑』は、沖縄の伝統食材をデータベース

に、郷土の食・食文化をもっと知ってもらい、残していこうという目的で作成され、好評を得てき

ました。そして、今回かねてより切望していました『九州食材図鑑』の発刊は、「食材宝庫の九州」

こそ郷土の食・食文化が多様である、ということをより多くの皆様に知っていただき、その食文

化を守っていただきたい、という願いを込めて創刊いたしました。近年は、九州でも農林漁業者

の高齢化による後継者不足や自然環境の変化に伴い、失われつつある食材や郷土料理が多く

なってきました。また、TPPやFTA、農薬問題、遺伝子組み換え作物、種子法や種苗法など、政治

的な貿易問題や流通の都合に振り回され、農林漁業者は常に経済的に翻弄されてきました。そ

うした中、地域に残る食文化や食材を残すこと、小さな生産者を守っていくこと、そして生物多様

性を重んじ、味覚を育てていくことが、私たちの使命でもあると考えております。生産者と消費

者がもっと身近に結びつき、食の安心・安全を考え、実践していくことが大切なのです。農林漁

業を支え、自給自足経済を推進していくことは、「共存互恵の理念」の基本です。そろそろ、生産

性ばかりを追い求める大規模農業ではなく、小規模でも持続可能な農林漁業を、私たちは次世

代につなげていけなければなりません。

そして、本書をきかっけに、九州の食や食文化が豊かに発展していく一助になれることを、願っ

てやみません。

本書の刊行にあたり、暖かなご支援・ご協力をいただきました、株式会社ベストアメニティ代

表取締役の内田弘様はじめスタッフの方々、九州各県庁農林水産部他ご担当の方々、本書の編

集に携わっていただいたすべての皆様に、改めまして感謝と謝辞を捧げたいと存じます。

『九州食材図鑑』編集長

田崎　聡
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